
大分でロボット支援手術やAI診療などの高度医療を担う人材の育成

「高度医療人育成講座」開設
大分市医師会による寄附講座

・ 高齢化（複雑な医療ニーズ、より専門的な医療需要の増加）
・ 医療技術の進歩（ロボット支援手術、診療支援AI等）
・ 医師の偏在化による相対的医師不足

背景

目的

開設期間 2024年4月1日～2029年3月31日（5年ごとの更新）
設置場所 大分大学医学部（挾間キャンパス）内
講座責任者 高度医療人育成講座 教授 白下 英史
主要スタッフ 高度医療人育成講座 講師 平下 有香

概要



地域における先端医療（手術用ロボット・医療AI)推進のための
高度医療人育成を目的とした大学・医師会の連携モデル
【大分大学医学部 ・ 大分市医師会（医師会立アルメイダ病院）の役割】

大分大学医学部大分市医師会

高度医療人の育成

専任教員の確保

先端医療実施の支援

人材派遣・交流の推進

人（患者および医療人）にフォーカスした地域医療推進連携モデル

大分市医師会立
アルメイダ病院等

高度医療人育成講座



高度医療人育成講座活動内容

医療の質の向上
安全性の確保 高度医療人の育成

医療の効率化
安全性・質の確保

大分の地域医療の活性化

ロボット支援手術

•安全な導入のサポート
•指導者育成

AI診療

• AI機器導入のサポート
•指導者育成

若手医療人

（地元出身者枠学生）

•先端医療習得のための
カリキュラム作成

•キャリア形成サポート



6月20日 泌尿器科導入 6月25日 消化器外科導入
大分市医師会立アルメイダ病院 da Vinci 導入

秦教授、猪股教授、白下教授 猪股教授、白下教授大分大学より
プロクターとして指導

大分大学より
プロクターとして指導


	スライド番号 1
	地域における先端医療（手術用ロボット・医療AI)推進のための�高度医療人育成を目的とした大学・医師会の連携モデル
	スライド番号 3
	白下先生
	スライド番号 1


